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機械器具２４ 知覚検査又は運動機能検査用器具 

一般医療機器 歯科用咬合力計（70699000） 

特定保守管理医療機器 

オクルーザー（型式：デンタルプレスケール） 
再使用禁止（デンタルプレスケール） 

 

 

【禁忌・禁止】 
再使用禁止（デンタルプレスケール） 

 
【形状・構造及び原理等】 
 １．形状  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

Ｒタイプ：フィルムのみ（咬合力が認識できる） 

Ｗタイプ：フィルムの両面にワックス付（咬合力と歯列形状
が認識できる） 

 

Ｅ ：顎変形および第三大臼歯が対合している人 
 Ｌ ：成人男性 
 Ｍ ：成人女性 

 Ｓ ：小児 
 ＳＳ：幼児 
 

２．原理 
患者に咬合させたデンタルプレスケールはその咬合圧に応じ赤
色濃淡をフィルム内に発色する。これをオクルーザーシート（ま

たはオクルーザーシートＷタイプ用）の上に載せ、オクルーザー
カセットにセットして読み取る。読み取ったデータを圧力値に換
算しモニタ上に表示する。 

 

【使用目的又は効果】 

顎関節症等の神経筋機能障害による咬合圧の分布異常や不均衡を
検出する。 

 
【使用方法等】 
１．使用方法 

・詳細については付属の使用説明書を使用前に必ず読むこと。 
１）患者を正規の姿勢にし、極力唾液等がつかないように口腔

内に入れる。 

２）臼歯部からゆっくりと噛み合わせ、デンタルプレスケール
を固定する。 

３）全体にゆっくりと噛み合わせて全体を固定し、患者に一気

に力を入れさせる。 
４）その後、患者にゆっくりと力を抜かせ、口を開かせデンタ

ルプレスケールを口腔内から取り出す。 

５）付着した唾液等をきれいに拭き取る。 

 

【使用上の注意】 

１．重要な基本的注意 

・詳細については付属の使用説明書を使用前に必ず読むこと。 

１）使用前に押さえたり、こすったり、たたいたりしないこと。 
２）口腔内に異物が残ったときは、うがいなどで除去すること。 

３）一度使用した物は再使用しないこと。 

４）使用済みの物、不必要な物は、医療廃棄物として処理するこ
と。 

５）Ｗタイプは、３５～４０℃に暖め、ワックスを軟らかくして

から使用すること。 

６）ホルダーに印刷されているバーコードや文字にアルコール等

の溶剤や消毒液を接触させないこと。印刷がにじみ、オクルー

ザーでの読み込みが不能となる可能性があります。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

１．保管方法 

・未使用の物も使用後の物も保存は、下記の注意事項を守ること。 
１）保存中は下記の物に接触させないこと。 

ジアゾコピー紙及び袋、裏カーボン紙、油、溶剤、セロハンテ
ープ類、ゴム製品類 

２）使用後の物を長時間(３日間以上）保管する場合、発色濃度

が徐々に変化するので、唾液等を充分拭き取った後、冷蔵庫な
どの冷暗所に保管すること。 

３）発色濃度は、紫外線で変化するので長時間の直射日光(１０分

以上)や、蛍光灯照射(３時間以上)は避けること。 

 

２．使用期限 

正規の方法で保存された物に限り、製造後、２年間とする。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 ： 株式会社ジーシー 

 

発売元 ：株式会社ジーシー 

住所 ：〒113-0033 

 東京都文京区本郷 3 丁目 2番 14号 

電話番号 ：（お客様窓口）0120-416480 

 

E：ｻｲｽﾞ 
L：ｻｲｽﾞ 

M：ｻｲｽﾞ 

S：ｻｲｽﾞ 

SS：ｻｲｽﾞ 

(例)５０Ｈ  Ｒ ・ Ｍ 

  ｼﾘｰｽﾞ名 ﾀｲﾌﾟ名  ｻｲｽﾞ名 
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